若手セミナー・研究フォーラム注意事項

平成28年4月22日

本活動は，電気学会東海支部エリア内の会員のために企画されているものとご理解いただき，電気学会誌の会告欄を以って詳細な情報を広報していただきたいと思います．なお，東海支部のホームページは，広報を補足する手段と位置づけております．
（本文中にゴシックで示された書類は，東海支部ホームページで様式をダウンロードすることができます．）
【開催内容について】

1) 若手セミナーについて，学生のみの発表会は研究会には計上できません。ただし，以

下の場合は，この限りではありません。

　　　・学生以外による基調講演が含まれる場合

　　　・学生同士による討論形式の研究会が主体となる場合　　など

学生のみの発表会については，別途募集していますので，そちらにご応募下さい。　　　　　　　　若手セミナーとの重複応募も可能です。

2) 開催案内は，内容を確定された後，電気学会誌の会告欄により，テーマ，開催日時，会場，講演者などの主要な情報は会告欄に掲示して下さい．「詳細は電気学会東海支部ホームページ参照のこと」等の略式の開催案内は避けて下さい．ただし，発表件数が多い場合は，各講演題目等のプログラムの詳細のみ，電気学会東海支部ホームページの参照を可とします．また，電気学会東海支部ホームページのみによる会告は，原則，禁止です．必ず，電気学会誌の会告欄に掲示してください．会告申込締切りは，毎月１０日で，次々号の掲載となります．例えば，１０月上旬開催の場合，７月１０日までに会告を出していただき，９月号に掲載して下さい．また，１０月下旬開催の場合は，８月１０日までに会告を出していただき，１０月号に掲載して下さい．会告依頼先は電気学会東海支部事務局（以下，事務局と呼ぶ）ではなく，電気学会本部総務課（TEL： 03-3221-7312，FAX：03-3221-3704，Ｅ-mail：fujimoto@iee.or.jp）です．なお，会告掲載の会告フォーマットを御参照下さい． 
3) 電気学会東海支部ホームページに開催案内を掲載するため，電気学会本部管理課宛に会告依頼された原稿と同じものをE-mailにて事務局宛に送付して下さい．

4) 決算の都合上，３月にフォーラム/セミナーを開催される場合には事前に事務局にご相談ください． 

【中間報告】
5) １０月３１日までの終了分については，１１月開催の第2回役員会で活動状況を報告しますので，１１月２日までに中間報告書を提出して下さい．中間報告書の様式は，題目を「活動報告書」から「中間報告書」に書き換えた活動報告書をお使い下さい．記載事項は，フォーラム/セミナーの開催期日・場所ならびに参加者数のみで結構です．中間報告書は，電子ファイルとして事務局に送付して下さい．なお，中間報告の際には，押印，証憑類の添付は不要です． 
【源泉徴収表の途中提出】
6) １２月までに源泉徴収された講師謝金や交通費については，源泉徴収表に記載の上，１２月末までに電子ファイルとして事務局に送付して下さい．
【最終報告】
7) 最終報告の際，以下の書類を２月末までに事務局宛にお送り下さい． 
・活動報告書
・援助金支出明細
・源泉徴収表
・会計表
・証憑類

【会計】
8) 活動終了後，活動期間中に源泉徴収された講師謝金や交通費を源泉徴収表に記載の上，電子ファイルとして事務局に送付してください．
9) 援助金支出明細とは別に，会計表に収支と証憑類の関係を記載していただき，電子ファイルとして事務局に送付してください．なお，会計表と証憑類は本部へ提出します．

10) 会計については，電気学会東海支部からの援助金（仮渡し金）についてのみ処理をお願いします．別組織からの援助に対する記載や証憑類は，東海支部としては一切不要です． 
11) 講師謝金や交通費は日本人であれば10.21％，外国人であれば20.42％を源泉徴収して，世話人がその金額を留保しておいて下さい．最終報告後，この税金を事務局（東海支部）に返金して下さい．なお，アルバイト費は非課税となりますが，良識ある金額を超えた場合には課税対象となります． 

12) 一般的に認められる費目は，講師謝金，交通費，会場費，会議費，通信費，消耗品費，アルバイト費，貸借費です．備品費，懇親会費は一切認められません．お茶代などは会議費として記載して下さい．また，領収書には，単に品代とするのではなく，文具代や会議費など具体的な使用目的が分かるように記載してもらって下さい． 

13) 世話人等が旅費を利用したい場合には，領収書を発行する会社が「電気学会東海支部」宛の領収書を切った場合にのみ可能です．この場合には源泉徴収の対象になりませんが，交通手段が分かるように記述することを相手先に求めてください．本項では個別にすべての区間の領収書が必要となります．トータルで交通費を出したい場合には，11)の手段でお願いします．
14) 開催会場が東海地区以外で行われることは想定しておりませんので，地区外の領収書は認められません． 

15) 運営資金のうち，50％以上が事業そのものに利用されることが，本部から求められています．このため，消耗品費や会議費が大半を占めることが無いようにお願いします．
	活動にあたり，以下のファイルを用意しております．

東海支部のホームページからダウンロードできますのでご活用下さい．

(1) 研究フォーラム活動報告書フォーム / 若手セミナー活動報告書フォーム（援助金支出明細も含まれています．）

(2) 源泉徴収表
(3) 会計表
(4) 研究フォーラム申し合わせ / 若手セミナー申し合わせ 

(5) 会告フォーマット
(6) 謝金領収書
(7) アルバイト領収書
(8) 受付名簿



